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学習評価の基本構造
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１. 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
１ｰ１ 教科の目標と観点の趣旨との対応関係

【学習指導要領 各教科等の「第１ 目標」】

【改善等通知 別紙４ 評価の観点及びその趣旨】

学習指導要領に示された教科の目標を踏まえて，「評価の観点
及びその趣旨」が作成されている

【小学校学習指導要領 第２章 第８節 家庭「第１ 目標」】

【改善等通知 別紙４ 家庭，技術・家庭（１）評価の観点及びその趣旨 ＜小学校
家庭＞】
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「Ａ家族・家庭生活」（1）自分の成長と家族・家庭生活
「Ａ家族・家庭生活」（2）家庭生活と仕事
「Ａ家族・家庭生活」（3）家族や地域の人々との関わり
「Ａ家族・家庭生活」（4）家族・家庭生活についての課題と実践
「Ｂ衣食住の生活」 （1）食事の役割
「Ｂ衣食住の生活」 （2）調理の基礎
「Ｂ衣食住の生活」 （3）栄養を考えた食事
「Ｂ衣食住の生活」 （4）衣服の着用と手入れ
「Ｂ衣食住の生活」 （5）生活を豊かにするための布を用いた製作
「Ｂ衣食住の生活」 （6）快適な住まい方
「Ｃ消費生活・環境」（1）物や金銭の使い方と買物
「Ｃ消費生活・環境」（2）環境に配慮した生活

【参考資料】Ｐ14～P15 ，P27

■学習指導要領に示す各教科等の「第２
各学年の目標及び内容 ２内容」の項目
等をそのまとまりごとに細分化したり整
理したりしたもの。

■小学校家庭科の場合
「第２ 各学年の内容 １ 内容」

内容のまとまり

内容のまとまりごとの
評価規準

■「２ 内容」の記載事項の文末を，「～
すること」から「～している」と変換し
したもの。

■「主体的に学習に取り組む態度」につい
ては，「２ 内容」に記載がない。
各学年（又は分野）の「１目標」（小学
校家庭科の場合「第１ 目標」）を参考
にしつつ，必要に応じて学年（又は分
野）別の評価の観点の趣旨（小学校家庭
科の場合「評価の観点及びその趣旨」）
を用いながら「内容のまとまりごとの評
価規準」を作成する必要がある。

１-２ 小学校家庭科の「内容のまとまり」



①各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。

②【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。

学習指導要領に示された教科の目標を踏まえて，「評価の観点及びその
趣旨」が作成されていることを理解した上で

【参考資料】Ｐ15

１-３ 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順



次の(1) から(6)までの項目について，課題をもって，健康・快適・安全
で豊かな食生活，衣生活，住生活に向けて考え，工夫する活動を通して，次
の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ｱ) 住まいの主な働きが分かり，季節の変化に合わせた生活の大切

さや住まい方について理解すること。
(ｲ) 住まいの整理・整頓や清掃の仕方を理解し，適切にできること。

イ 季節の変化に合わせた住まい方，整理・整頓や清掃の仕方を考え，
快適な住まい方を工夫すること。

（下線）…知識及び技能に
関する内容

（波線）…思考力，判断力，
表現力等に関す
る内容

※「Ａ家族・家庭生活」の(1)「自分の成長と家族・家庭生活」及び(4)「家族・家庭生
活についての課題と実践」については，指導事項アのみで構成されている。（1）の
評価の観点については，「知識・技能」及び「主体的に学習に取り組む態度」，(4）
の評価の観点については，家庭や地域などで実践を行い，課題を解決する力を養うこ
とから，「思考・判断・表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」であることに留
意する。

例：「B衣食住の生活」の（6）「快適な住まい方」

①各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。

１-３ 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
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・指導事項アについて，その文末を「～を（～について）理解している」，「～を（～について）理解し
ているとともに，適切にできる」として，評価規準を作成する。

・「Ａ家族・家庭生活」の(1)については，その文末を「～に気付いている」として，評価規準を作成する。

知識・技能のポイント

例：「B衣食住の生活」の（6）「快適な住まい方」

【参考資料】Ｐ30~31

１-３ 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
②【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。



例：「B衣食住の生活」の（6）「快適な住まい方」

・教科の目標の(2)に示されている学習過程に沿って，「課題を解決する力」が身に付いているのかを評価
する。

・基本的に指導事項イについて，その文末を教科の評価の観点及びその趣旨に基づき，「～について問題
を見いだして課題を設定し，様々な解決方法を考え，実践を評価・改善し，考えたことを表現するなど
して課題を解決する力を身に付けている」として，評価規準を作成する。

思考・判断・表現のポイント
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②【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。

１-３ 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順



・基本的には，指導事項ア及びイと教科の目標，評価の観点及びその趣旨を踏まえ，①粘り強さ，②自ら
の学習の調整，③実践しようとする態度を含めることを基本とし，その文末を「～について，課題の解
決に向けて主体的に取り組んだり（①），振り返って改善したり（②）して，生活を工夫し，実践しよ
うとしている（③）」として，評価規準を作成する。

主体的に学習に取り組む態度のポイント

例：「B衣食住の生活」の（6）「快適な住まい方」
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②【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。

１-３ 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順



２．題材の学習評価
２‐１ 基本的な考え方
■家庭科の特徴（※単元ではなく題材）
・題材：学習指導要領の各項目に示される指導内容を指導単位にまとめて組織して題材

を構成し，教科の目標の実現を目指している。

・題材の設定については，各項目及び各項目に示す指導事項との関連を見極め，相互に
有機的な関連を図り，系統的及び総合的に学習が展開されるよう配慮する必要がある。

・各項目に配当する授業時数と履修学年については，児童や学校，地域の実態等に応じ
て，各学校において適切に定める。

・実際の指導に当たっては，履修学年を踏まえ
①「題材の目標」及び「題材の評価規準」を作成
②学習指導要領解説の記述を参考にするなどして，
「題材の評価規準」を学習活動に即して具体化する

(例）題材名「冬のあったかエコライフ」：「B衣食住の生活」 (4）｢衣服の着用と手入れ｣ア（ｱ)， イ
（第5学年）（全８時間） (6）｢快適な住まい方｣ア（ｱ)，イ

｢C消費生活・環境」(2) 「環境に配慮した生活｣ア，イ
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２-２ 題材の検討，題材の目標，題材の評価規準の設定
■題材の検討
・学習指導要領に基づき，解説に示された配慮事項及び各内容の特質を踏まえ，児童の発達の段階等に
応じて，内容「Ａ家族・家庭生活」から「Ｃ消費生活・環境」までの各内容項目や指導事項の相互の
関連を図る。

・その上で，指導する内容に関係する学校，地域の実態，児童の興味・関心や学習経験を踏まえ，より
身近な題材を設定するよう配慮する。

【参考資料】Ｐ36，P44 

「Ｂ衣食住の生活 (2)調理の基礎」の「食生活」における２学年間を見通した題材配列と指導内容



■題材の目標の設定
・学習指導要領に示された教科の目標並びに題材で指導する項目及び指導事項を踏まえて設定する。

【参考資料】Ｐ36～P37 

２-2 題材の検討，題材の目標，題材の評価規準の設定



■題材の評価規準
・「内容のまとまりごとの評価規準（例）」から題材において指導する項目及び指導事項に関係する
部分を抜き出し，評価の観点ごとに整理・統合，具体化するなどして作成する。
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２-２ 題材の検討，題材の目標，題材の評価規準の設定



２-３ 題材の評価規準の学習活動に即した具体化

・指導事項アについて，その文末を
「～を（～について）理解している」，
「～を（～について）理解していると
ともに，適切にできる」として，評価
規準を作成する。

・「Ａ家族・家庭生活」の(1)について
は，その文末を「～に気付いている」
として，評価規準を作成する。

知識・技能のポイント
例：「B衣食住の生活」の（2）「調理の基礎」
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■「『内容のまとまりごとの評価規準（例）』の具体化した例」
・「題材の評価規準」の基となっている「内容のまとまりごとの評価規準（例）」を具体化する。



・基本的には，教科の目標の(2)に示されている
学習過程に沿って，四つの評価規準を設定し，
評価することが考えられる。ただし，これら
の評価規準は，各題材の構成に応じて適切に位
置付けることに留意する必要がある。

①日常生活の中から問題を見いだし，解決すべき
課題を設定する力は，その文末を「～について
問題を見いだして課題を設定している」

②様々な解決方法を考える力は，その文末を「～
について（実践に向けた計画を）考え，工夫し
ている」

③課題の解決に向けて実践した結果を評価・改善
する力は，その文末を「～について，実践を評
価したり，改善したりしている」

④考えたことを分かりやすく表現する力は，その
文末を「～についての課題解決に向けた一連の
活動について，考えたことを分かりやすく表現
している」

思考・判断・表現のポイント
例：「B衣食住の生活」の（2）「調理の基礎」

２-３ 題材の評価規準の学習活動に即した具体化
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・基本的には，三つの側面から評価規準を設定し，
評価することが考えられる。ただし，これらの
評価規準は，各題材の構成に応じて適切に位置
付けることに留意する。

①粘り強さは，その文末を「～について，課題の
解決に向けて主体的に取り組もうとしている」

②自らの学習の調整は，その文末を「～について，
課題解決に向けた一連の活動を振り返って改善
しようとしている」

③実践しようとする態度は，その文末を「～につ
いて工夫し，実践しようとしている」

主体的に学習に取り組む態度
のポイント例：「B衣食住の生活」の（2）「調理の基礎」

２-３ 題材の評価規準の学習活動に即した具体化
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【参考資料】Ｐ39 ~P41

２-３ 題材の評価規準の学習活動に即した具体化



３．学習評価に関する事例

事例１ 指導と評価の計画から評価の総括まで，
「知識･技能」の評価

「おいしく作ろう 伝統的な日常食 ごはんとみそ汁」（第５学年）

事例２ 「思考・判断・表現」 の評価
「冬のあったかエコライフを工夫しよう」（第５学年）

事例３ Ａ(4)に係る「思考･判断･表現」「主体的に学習に取
り組む態度」の評価

「わが家の仕事大作戦 part３」（第５学年）

事例４ 複数題材にわたる「主体的に学習に取り組む態度」
の評価

「地域の人に感謝の気持ちを伝えよう」（第６学年）
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どんなねらいで
どんな活動をするのか

どの観点で
どんな方法で評価するのか
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どんな学習状況と判断するのか
どのように個に応じた指導をするのか

３．学習評価に関する事例



題材を通した観点別学習状況の評価の総括を
どのように行うか

＜例：Ｚ児の場合＞
知識・技能 ＢＢＡＡＡ→Ａ
思考・判断・表現 ＡＡＡＢ→Ａ
主体的に学習に取り組む態度 ＢＢＡ→Ｂ

＜例：Ｚ児の場合＞
知識・技能：Ａ
思考・判断・表現：Ａ 題材の総括：Ａ
主体的に学習に取り組む
態度：Ｂ

３．学習評価に関する事例

【参考資料】P51
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